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内
容　

狂
言
体
験
（
最
終
日
に
発

表
）、
茶
道
体
験
、
歴
史
学
習
、

美
術
体
験

日
程　

７
月
21
日
㈭
に
開
校
（
７
・

８
月
に
各
３
回
開
催
、
全
６
回
）

場
所　

彦
根
城
博
物
館
（
能
舞
台
、

講
堂
ほ
か
）

講
師　

　

▼
狂
言
体
験　

和い

泉ず
み

流
狂
言
師

　

小
笠
原
匡た

だ
し

さ
ん
、
近
隣
に
在

　

住
の
狂
言
師

　

▼
そ
の
他　

彦
根
城
博
物
館
職
員

対
象　

小
学
４
～
６
年
生
（
原
則
、

彦
根
市
・
米
原
市
・
愛
荘
町
・
豊
郷

町
・
甲
良
町
・
多
賀
町
の
児
童
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
傷
害
保

険
料
２
０
０
円
別
途
必
要
で
す
）

そ
の
他　

筆
記
用
具
と
白
足た

袋び

・

扇せ
ん

子す

を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

６
月
15
日
㈬
～
７
月

10
日
㈰

申
込
方
法　

各
小
学
校
に
あ
る
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

彦
根
城
博
物
館
の
受
付
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
電
話
や
フ
ァ
ク

ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根

城
博
物
館
☎
22-

６
１
０
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
５
２
０
番

※
開
・
閉
校
式
と
狂
言
の
発
表
会

は
、
保
護
者
も
観
覧
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
保

護
者
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　彦根城博物館では、夏休み期間中に、日本の伝統文化や
歴史に親しむ「キッズサマースクール」を開催します。
　バラエティに富んだプログラムを準備しましたので、多
数ご応募ください。

伝統文化に触れてみよう

キッズサマースクール受講生募集

▲彦根城博物館の木造棟で、昨年開催したキッズサマースクールの茶道体験の様子
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目指すまちの姿

　「誇りと喜びを持って住み続けたい」という願い

を追求し、そして将来世代もまたその願いを抱き

続けてこのまちで暮らせるよう、私たちは、これ

までの積み重ねとこれからの新たな取り組みを

融合させることで、「住みよいまち」「にぎわいの

あるまち」を創造し、魅力あふれる「住みたくな

るまち」を目指していきます。

そのために取り組むこと

郷土を愛し、水と緑の美しいまちを

つくります

・公園緑地の整備

・上下水道の整備・充実

・低炭素社会の構築　など

人権を尊び、お互いに助けあい、

信頼しあうまちをつくります

・男女共同参画社会　

・障害者福祉・高齢者支援の推進

・危機管理対策の推進　など

若い力を育て、夢と活気のみなぎる

まちをつくります

・子育て支援施策の充実

・国際交流の推進　など

歴史と伝統を生かし、文化の香り高い

まちをつくります

・歴史まちづくりの推進　

・文化財の保存と活用　など

心とからだを鍛え、働く喜びに満ちた

まちをつくります

・生涯学習の推進

・農林水産業・商工業の振興

・観光の振興　など

都市基盤・

環境

人権・福祉・

安全

次世代育成・

市民交流

文化・

文化財

生涯学習・

産業

広域連携
広域的な地域の活性化と効率的な行政

運営のため、湖東圏域の中心市として周

辺自治体と連携を進めます

・定住自立圏構想の推進

ー
「
風
格
と
魅
力
あ
る
都
市
の
創
造
」
ー

新
総
合
計
画
、
第
三
次
・
彦
根
市
国
土
利
用
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

彦
根
市
で
は
、昨
今
の
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
時
代
の
中
で
、彦
根
市
を
取
り
巻
く

状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、長
期
的
な
視
点
で
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
を
実
施
す

る
た
め
、将
来
の
目
指
す
べ
き
ま
ち
の
姿
や

方
向
性
を
示
し
た
総
合
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
展
開
し
な
が
ら
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、社
会
情
勢
の
変

化
や
財
政
状
況
に
応
じ
柔
軟
に
見
直
す
こ

と
も
考
え
な
が
ら
、よ
り
実
効
性
の
あ
る
行

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、長
期
に
わ
た
り
安
定
し
た
土
地
利

用
を
行
う
た
め
、
第
三
次
・
彦
根
市
国
土
利

用
計
画
も
策
定
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎
30-

６
１
０

１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

　

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
に
焦
点

を
あ
て
、　

新
総
合
計
画
で
は
、
定
住

人
口
の
ほ
か
に
、
交
流
人
口
と
い
う
概

念
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

彦
根
市
に
定
住
し
て
い
る
人
々
の

総
計
で
す
。
彦
根
市
の
人
口
は
、
今
後

し
ば
ら
く
増
加
を
続
け
ま
す
が
、
平
成

31
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
く
と

見
込
ま
れ
ま
す
。

　

住
み
よ
い
・
住
み
た
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
定
住
人
口
の
維
持
増
加
に

取
り
組
み
ま
す
。

　　

市
外
か
ら
観
光
や
文
化
・
学
術
活
動
、

経
済
活
動
、
日
常
生
活
な
ど
で
彦
根
市

を
訪
れ
る
人
口
の
こ
と
で
す
。
彦
根
市

の
経
済
に
貢
献
し
、
ま
ち
の
活
力
を
測

る
ひ
と
つ
の
要
素
と
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
定
住
人
口
１
人
の
年
間
消

費
額
は
約
１
２
０
万
円
と
見
積
も
ら

れ
ま
す
が
、
こ
れ
を
交
流
人
口
で
考
え

る
と
日
帰
り
旅
行
者
な
ら
77
人
、
宿
泊

旅
行
者
な
ら
22
人
が
同
額
の
消
費
に

な
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

計
画
で
は
、
こ
の
交
流
人
口
を
増
や

し
、「
来
て
よ
か
っ
た
」「
も
う
一
度
訪

れ
た
い
」
と
思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

す
す
め
ま
す
。

「
総
合
計
画
」
の
構
成　

　
「
総
合
計
画
」
は
、『
基
本
構
想
』
と
『
基

本
計
画
』
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
基
本
構
想

に
お
け
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
市
民
憲
章
の
前

文
に
あ
る
「
風
格
と
魅
力
の
あ
る
都
市
の
創

造
」
と
し
、
基
本
計
画
も
市
民
憲
章
を
骨
格

と
し
て
章
だ
て
を
作
成
し
ま
し
た
。

●
基
本
構
想

　

彦
根
市
の
将
来
の
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
。
期

間
は
、
平
成
23
〜
32
年
度
の
10
年
間
。

●
基
本
計
画

　

基
本
構
想
に
基
づ
き
、
そ
の
具
体
化
を
図

る
た
め
、
施
策
の
成
果
・
取
組
方
針
な
ど

を
定
め
た
も
の
。
期
間
は
５
年
間
程
度
。

定
住
人
口

交
流
人
口

▲

総　合　計　画

▲ ▲
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子
ど
も
手
当
の
現
況
届
は

今
年
の
６
月
に
限
り
不
要
で
す

　

平
成
22
年
度
の
「
子
ど
も
手
当

の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
つ
な
ぎ
法
）」
の

成
立
に
伴
い
、
平
成
23
年
６
月
に

限
り
、
現
況
届
の
提
出
は
不
要
と

な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
子
ど
も
手
当
を
受
給
し

て
い
て
、
支
給
対
象
と
な
る
子
ど

も
の
数
に
変
更
が
な
い
人
は
、
平

成
23
年
９
月
分
ま
で
の
手
当
が
引

　より多くの人に彦根の

すばらしさを知っていた

だけるように、笑顔を忘

れず元気いっぱいがんば

ります。

　「彦根を訪れてみたい」

「もう一度来たい」と思っ

てもらえるように、私な

りに工夫をしながら笑顔

でがんばりたいです。

　お二人には、これから１年間、彦根を代表して、

他市との交流事業や各種行催事、また観光キャンペ

ーンなどで活躍していただきます。

藤
ふじ

野
の

恵
け

衣
い

さん

（松原町）
浅
あさ

井
い

千
ち

秋
あき

さん

（大藪町）

決
定
！　

２
０
１
１　

ひ
こ
ね
お
城
大
使

　パネルディスカッションでは、「水害」を
テーマに、住民が主体となり、自分たちの地
域にあった防災・減災活動を考えます。

　防災・減災活動を実践していくためのヒン
トを学ぶフォーラムに、参加してみませんか。
（手話通訳・要約筆記あり）

ひこね防災フォーラム2011～「地域」を見つめた防災活動～

き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
23
年
10
月
分
以
降
の
手
当

は
未
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
３
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番

日時　６月26日㈰　13：30 ～ 16：00

場所　ビバシティ彦根２階ビバシティホール

　（竹ケ鼻町）

入場料　無料（申込不要）

内容

　❶基調講演

「想定外とはもういえない

　～東日本大震災の現場から～」

NPO 法人レスキューストックヤード

　代表理事　栗田暢
のぶ

之
ゆき

さん

　（「東日本大震災支援全国ネットワーク」代表世話人）

❷パネルディスカッション

　「地域に目を向けて！彦根の水害を考える」

　コーディネーター

　　NPO 法人レスキューストックヤード

　　　代表理事　栗田暢之さん

　パネリスト

　　石川県金沢市瓢
ひょう

箪
たん

地区堀川間
あい

ノ町
まち

　

　　　町会長　馬
ば

医
い

恭彦さん　ほか

　

問い合わせ先　彦根市社会福祉協議会・地域福祉課

　☎22-2821、ＦＡＸ22-2841

「
は
か
り
」
の
定
期
検
査

　

市
内
の
商
店
、
工
場
、
医
院
、
薬

局
な
ど
で
取
引
や
証
明
な
ど
の
業

務
に
使
わ
れ
て
い
る
「
は
か
り
」

は
、
２
年
に
１
回
、
精
度
を
確
認

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

定
期
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
で

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
７
月
１
日
㈮

　

午
前
10
時
～
正
午

　
　

Ｊ
Ａ
東
び
わ
こ
旧
河
瀬
支
店

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時　
　

　
　

支
所

▼
７
月
４
日
㈪

　

午
前
10
時
～
正
午

　
　

 

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時

　
　

高
宮
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー　

▼
７
月
５
日
㈫

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

　
　

市
役
所

対
象　

特
定
計
量
器
を
取
引
ま
た

　

は
証
明
に
使
用
す
る
者

費
用　

検
査
に
は
、
計
量
器
の
能
力

　

に
応
じ
た
手
数
料
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課
☎

30-

６
１
１
９
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番

　

健
診
セ
ン
タ
ー
で

　

脳
ド
ッ
ク
を
始
め
ま
し
た

　

健
診
セ
ン
タ
ー
で
は
、
６
月
13

日
㈪
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

増
進
や
疾
病
予
防
を
推
進
す
る
た

め
、
脳
ド
ッ
ク
を
始
め
ま
し
た
。

定
員　

１
日
１
人

健
診
料
金　

２
８
、５
０
０
円
（
健

診
当
日
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
）

※
健
診
料
金
の
助
成
は
、
病
院
で
は
な

く
、ご
加
入
の
健
康
保
険
組
合
や
お

勤
め
先
の
事
業
所
な
ど
に
事
前
の

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
診
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
検
査
機
器
の
事
情
に
よ
り
、
受
け
入

れ
人
数
に
限
度
が
あ
り
ま
す
。　

１
日
１
人
の
み
の
健
診
と
し
て
い

ま
す
の
で
、早
め
の
ご
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。（
ご
希
望
の
日
に
ご
予

約
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
受
診
や
ご
予

約
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
注
意
く
だ
さ
い　

　

脳
ド
ッ
ク
は
、
通
常
の
人
間

ド
ッ
ク
と
は
別
の
も
の
で
す
。

❶
人
間
ド
ッ
ク
と
同
日
の
受
診
は

で
き
ま
せ
ん
。

❷
ご
予
約
は
人
間
ド
ッ
ク
と
は
別

に
承
り
ま
す
。

❸
料
金
も
人
間
ド
ッ
ク
と
は
別
料

金
に
な
り
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根

市
立
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー　

☎
22-

６
０
５
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

６
０
５
４
番
、
Ｅ
メ
ー
ル: 

kenshin@
m

unicipal-hp.
hikone.shiga.jp

市

立

病

院

か

ら

の

お

知

ら

せ

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

　

の
お
支
払
い
が
で
き
る

　

よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

５
月
30
日
㈪
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
診
療
費
な
ど
の
お

支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
お
支
払
い

　

入
院
・
外
来
の
診
療
費
、
文
書

料
、
健
診
費
用
な
ど
で
す
。

　

入
院
の
お
支
払
い
は
当
月
入
院

分
、
外
来
や
健
診
の
お
支
払
い
は

当
日
受
診
分
の
み
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

※
売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
お
支
払

い
に
は
、ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

取
扱
場
所

▼
カ
ー
ド
払
い
専
用
自
動
精
算
機

　
（
１
階
６
番
窓
口
隣
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
（
救
急
外
来
受
診
の
人
は
、
午

後
10
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、毎
月

第
３
金
曜
日
は
午
後
９
時
ま
で
で

す
）

▼
健
診
セ
ン
タ
ー　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時

利
用
可
能
な
カ
ー
ド

▲ビザカード ▲マスターカード ▲ユーシーカード 

▲ジェーシービーカード ▲アメリカン・エクスプレスカード ▲ダイナースクラブカード 

内容　井伊家伝来の大名道具の各分野の名品を取り

上げ、さまざまな角度から作品の魅力に迫ります。

時間　13：30 ～ 14：40、14：50 ～ 16：00

場所　彦根城博物館（金亀町）

費用　300 円（資料代。資料は全講座分まとめてお渡しします）

申込　事前申込は不要です。

▶７月２日㈯
　第１講  「井伊の赤備えを観る-武門の出で立ち-」

　第２講「彦根屏
びょう

風
ぶ

を観る - 風俗画の傑作 -」

▶７月３日㈰
　第３講「大名物・宮

みや

王
おう

肩
かた

衝
つき

茶
ちゃ

入
いれ

を観る - 戦功の証
あかし

-」

　第４講「能面・般若を観る -“天下一”の技 -」

 彦根城博物館　「 “観る”講座～大名道具の名品を究める～ 」☎ 22-6100、FAX22-6520

脳ドックとは
　

　

　脳ドックは、脳の状

態を知り、これから発

生するかもしれない

脳の病気を予防する

ための健康診断です。

　市立病院の脳ドッ

クは、脳の画像診断を

行うことによって、未

発症の脳血管疾患や

脳
のう

梗
こう

塞
そく

、またその危険

因子を発見しようと

するものです。
※健診の結果、診察が必

要な場合は、後日の

受診を案内します。

　

な
お
、
カ
ー
ド
の
ご
利
用
に
は
、

暗
証
番
号
が
必
要
で
す
。（
サ
イ
ン

で
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
）

　

暗
証
番
号
が
わ
か
ら
な
い
場
合

は
、
カ
ー
ド
会
社
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
立
病

院
医
事
課
☎
22-

６
０
５
０
番

（
内
線
１
２
５
２
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
３
３
１
番
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彦
根
市
で
は
、
風
水
害
や
土
砂

災
害
に
対
し
て
、
雨
量
な
ど
か
ら

判
断
し
皆
さ
ん
に
発
令
す
る
基
準

（「
避
難
勧
告
」
な
ど
）
を
定
め
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
滋
賀
県
の
水
防
計
画
の

見
直
し
に
よ
り
、
対
象
地
域
（
芹

川
）
の
発
令
の
判
断
基
準
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
避
難
準
備
情
報
」
は
0.�
ｍ
か
ら

0.9
ｍ
に
、「
避
難
勧
告
」
は
1.1
ｍ
か

ら
1.2
ｍ
に
な
り
ま
し
た
（
下
表
参

照
）。

伝
達
方
法

　
「
避
難
勧
告
」
な
ど
の
発
令
を
し

た
場
合
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
自
治

会
な
ど
通
じ
て
、
ま
た
、「
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
」「
エ
フ
エ
ム
ひ
こ

ね
」「
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
」
を

活
用
し
て
、
お
知
ら
せ
を
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

危
機
管
理
室

☎
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

　「社会を明るくする運動」は、全ての国民が、犯罪や

非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を

深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行

のない地域社会を築こうとする全国的な運動です。

　彦根市でも、これまでの活動の実績をふまえて、市民

全ての願いである犯罪や非行のない明るい社会の実現

に向けて取り組みます。皆さんの理解と参加をお願いし

ます。

日時　７月３日㈰　13：00 〜 16：00 頃

場所　ビバシティ彦根２階ビバシティホール（竹ケ鼻町）

内容

◆ひこにゃん登場・啓発活動

　（12：00 〜 12：30　１階正面玄関）

♦標語の掲示（ホール入口）

◆標語の特選者、作文の特選・入選者の表彰

◆特選・入選作文の発表

宮本延春さん　プロフィール

　いじめが原因で学校嫌いになり、中学１年時の成績は

オール１。23歳のときに見たアインシュタインのビデ

オに衝撃を受け、豊川高校定時制部、名古屋大学に進学

し、物理学を学ぶ。

　現在は、自身の体験を通して、全国の子どもたちに夢

と希望と感動を与え続ける。教育再生会議有識者委員に

就任（平成19年～同20年１月）。著書多数。

第6１回「社会を明るくする運動・青少年健全育成」彦根市大会

〜犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ〜

７月は「社会を明るくする運動・青少年健全育成」の強調月間です

♦講演　 『 「オール１先生」からのメッセージ〜未来あ

　る子どもたちのために、今できること〜 』

　講師　宮本延
まさ

春
はる

さん（エッセイスト、元高校教師）

発
令
の
判
断
基
準
が
変
更
し
ま
し
た

休
日
の
粗
大
ご
み
の

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入

　

６
月
25
日
㈯
の
午
前
９
時
か
ら

正
午
ま
で
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
、

家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み
の
臨
時

受
入
を
行
い
ま
す
。

▼
粗
大
ご
み
以
外
の
搬
入
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
指
定
時
間
以
外
の
搬
入
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
臨
時
の
搬
入
経
路
を
設
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
故
防
止
の

た
め
、
誘
導
す
る
係
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
月
～
金
曜
日
の
平
日
も
搬
入
で

き
ま
す
。
搬
入
時
間
は
、｢

平
成

23
年
度
ご
み
等
の
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー｣

な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

廃
食
用
油
の
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

消
費
期
限
切
れ
の
食
用
油
や
古

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
な
っ
た
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
食

用
油
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
回
収

し
た
廃
食
用
油
を
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
に
精
製
し
て
、
一
部
の

ご
み
収
集
車
の
燃
料
と
し
て
使
用

し
て
い
ま
す
。

　

回
収
場
所
は
次
の
と
お
り
で

す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
専
用
の
回

収
タ
ン
ク
な
ど
に
入
れ
て
、
回
収

ボ
ッ
ク
ス
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

い
。（
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
キ
ャ
ッ
プ
な

ど
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
）

廃
食
用
油
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

生
活
環
境
課
、

清
掃
セ
ン

タ
ー
、
支
所
、
各
出
張
所
、
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
、
旭
森
地
区

公
民
館
、
銀
座
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
パ
リ
ヤ
サ
ン
ペ

デ
ッ
ク
（
長
曽
根
南
町
）、
㈱
ほ

り
（
稲
里
町
）

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

　

平
成
22
年
度
の
家
庭
か

ら
の
廃
食
用
油
の
回
収
量
は
、

１
１
、４
８
５
ℓ
で
し
た
。
こ

れ
は
ド
ラ
ム
缶
約
60
本
分
に

も
な
り
ま
す
。

「
び
わ
湖
の
日
」
一
斉
清
掃
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

　

市
民
の
皆
さ
ん
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
関
係
団
体
な
ど
の
協
力

に
よ
り
、彦
根
市
と
滋
賀
県
が
共
同

で
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
彦
根
の
環

境
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
に
、

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

６
月
26
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
～
同
11
時（
清
掃
活
動
は
午

前
10
時
～
同
11
時
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
～

清
掃
場
所

　

①
矢
倉
川　

　

②
彦
根
港
～
松
原
水
泳
場

　

③
彦
根
旧
港
湾

　

④
長
曽
根
湖
岸
～
ベ
イ
シ
ア
前

　

⑤
大
藪
浜
～
八
坂
北

集
合
場
所　

市
民
会
館
（
尾
末
町
）

注
意
事
項　

　

♦
参
加
予
約
は
不
要
で
す
。

　

♦
清
掃
活
動
が
し
や
す
い
服
装

　

で
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

♦
タ
オ
ル
な
ど
は
各
自
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
者
用
の
駐
車
場
は
、
ご

用
意
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

♦
集
合
場
所
か
ら
、
送
迎
バ
ス

　

を
配
車
し
ま
す
。

　

♦
雨
天
の
場
合
、
当
日
午
前
７

時
30
分
に
実
施
の
有
無
を
決

定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

国
史
跡
指
定
記
念

荒
神
山
古
墳
展　

開
催
中

　
開
催
期
間　

８
月
14
日
㈰
ま
で

（
無
休
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

企
画
展
の
会
場

開
国
記
念
館
（
金
亀
町
）
の
ロ

ビ
ー

入
館
料　

無
料

展
示
内
容

▼
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
埴は

に

わ輪

▼
荒
神
山
古
墳
復
原
模
型（
滋
賀
県

立
大
学
考
古
学
研
究
室
寄
贈
）

▼
解
説
パ
ネ
ル

　

荒こ
う

神じ
ん

山や
ま

古
墳
が
、
２
月
に
国
の

史
跡
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
彦
根

市
で
は
「
彦
根
城
跡
」「
井
伊
家
墓

所
」
に
次
い
で
３
件
目
の
国
史
跡

と
な
り
、
彦
根
南
西
部
地
域
で
は

初
め
て
で
す
。

　

荒
神
山
古
墳
は
、
今
か
ら
約
１
、

６
０
０
年
前
（
古
墳
時
代
前
期
末
、４

世
紀
末
）に
築
造
さ
れ
た
全
長
１
２

４
ｍ
の
前ぜ

ん

方ぽ
う

後こ
う

円え
ん

墳ふ
ん

で
、
県
下
２

番
目
の
規
模
を
誇
る
巨
大
古
墳
で

す
。

　

そ
の
規
模
・
立
地
・
墳ふ

ん

丘
き
ゅ
う

構
造

か
ら
、
湖
東
平
野
や
湖
上
交
通
に

大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
人
物
が

葬ほ
う
む

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

近
江
の
古
墳
時
代
史
を
語
る
う

え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
古
墳
と
い
え
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
は
、
平
成
15
～
19

年
度
に
か
け
て
実
施
し
た
４
度
に

わ
た
る
範
囲
確
認
調
査
の
成
果
を

中
心
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９
番

▶
開
催
中
の
荒
神
山
古
墳
展

▲一斉清掃の様子

対
象
地
域
…
芹
川

●「黄色い羽根」運動●
　黄色い羽根は「社会を明るくする運動」の理解を深め、

運動への協力をお願いするものです。

問い合わせ先 社会福祉課☎ 23-9590、　　　　　

FAX26-1768
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日程と内容  下の表のとおり

時間　　　　９：30 〜 11：30
　　　　　　　（第７回は、13：30 〜 15：30）

場所　　　　福祉保健センター別館

対象　　　　自らが運動指導員となって、介護予防　

　　　　　のための活動を実践する熱意のある人

　　　　　　（できるだけ全日程に参加できる人）

定員　　　20 人（先着順） 　

受講料　　無料　　

申込期限  ７月20日㈬

申込方法・問い合わせ先

　電話で、 介護福祉課に

　申し込んでください。

　☎ 23-9660、FAX26-1768

　

そ
の
人
ら
し
く
、
い
つ
ま
で
も
、
イ
キ

イ
キ
生
活
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
取

り
組
む
活
動
を
「
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
い
ま
す
。

　

歳
を
と
っ
て
か
ら
で
は
な
く
、
若
い

う
ち
か
ら
、
日
々
の
生
活
を
活
発
に
し

て
い
く
こ
と
が
「
介
護
予
防
」
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
を
利
用
し
て
い
る

低
所
得
者
に
対
し
て
、
負
担
額
を
軽

減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
軽
減
制

度
に
は
、
下
表
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。

　

申
請
す
る
と
、
審
査
の
う
え
、
該

当
者
に
は
認
定
証
（
確
認
証
）
を
交
付

し
ま
す
。

再
申
請
が
必
要
で
す

　

す
で
に
こ
れ
ら
の
軽
減
制
度
を
利

用
し
て
い
る
人
も
、
お
持
ち
の
認
定

証
（
確
認
証
）
の
有
効
期
間
が
６
月
30

日
㈭
で
終
了
し
ま
す
。
７
月
以
降
も

継
続
を
希
望
す
る
場
合
は
、
改
め
て

申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

　

☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

介
護
保
険
利
用
者
負
担
額
の

軽
減
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

元
気
な
暮
ら
し
は
毎
日
の
「
介
護
予
防
」
か
ら

 

〜
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
、
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
〜

　いつまでも健康に、そして自分らしく生活すること。それは、誰もがもつ願いです。介護を必要

としない今から、楽しく介護予防を実践し、考える講座です。あなたから地域に広げてみませんか。

～地域で活躍したいあなたのための連続講座～

介護予防運動指導員を募集します介護予防運動指導員を募集します

自分でできることを

増やしましょう

福祉用具や

自助具の利用

など

一人ででき

ないとあき

らめていた

ことでも、

少しの工夫

でできるこ

とが広がり

ます。

生活の幅を

広げましょう

旅行・趣味の

活動・仲間の

会・地域活動

など

外に出かけ

る機会、人

と話す機会

を増やしま

しょう。

暮らしの中に

あるリハビリを

見つけましょう

毎日の散歩、料理・

洗濯・掃除等の

家事、仕事など

自分の役割

や楽しみを

持ち続けま

しょう
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〈内容〉彦根市国際交流員と一緒に、ブラジルのおやつ
を作りながら交流を深めます。　〈日時〉７月２日㈯　
13：30 〜 16：30　〈場所〉　　男女共同参画センター 「ウィ
ズ」 調理実習室（平田町）　〈定員〉　15 人（先着順）　〈参加費〉

1 ,000 円　〈持ち物〉　エプロン、三角巾、ふきん　〈申

込開始〉６月17日㈮　〈申込・問い合わせ先〉 人権政策
課☎ 30-6113、FAX22-1398

〈内容〉初心者向けの講座を受けた経験がある人などを
対象に、ポルトガル語の会話能力の向上を目指しま
す。〈日時〉７月７日〜８月25日（毎週木曜日・全８回）

の 19：00 〜 20：30　〈場所〉市民会館２階会議室　〈講

師〉彦根市国際交流員　平田エジナ　〈定員〉15人（先

着順）　〈費用〉　3,000 円（教材費）　〈申込開始日〉　６月15
日㈬ 　〈申込・問い合わせ先〉 人権政策課☎ 30-6113、
FAX22-1398

〈内容〉彦根市国際協会では、湖東定住自立圏域（彦根市、

愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町）の小・中学校を対象に、
国籍や文化が異なっていても、互いの多様性を尊重し
あい、ともに生きることのできる社会づくりを目的とし、

「国際理解教育講座」を実施します。この講座の運営に
協力していただける人を募集します。募集にあたり、事
業説明会を開催します。　〈日時〉７月２日㈯ 10：00 〜
12：00　〈場所〉市民会館２階会議室　〈対象〉　18歳以上

（高校生は除く）　〈申込開始日〉　６月15日㈬    〈申込・問い

合わせ先〉彦根市国際協会事務局（市民・国際交流サロン

内）☎ 22-1411（内線 590）、FAX22-1398、E メール：
hikone-il@za.ztv.ne.jp　※日・月曜日は休館日

▶はじめてのパソコン講座　　内  容  エクセル・ワード
を用いて基本操作や簡単な文書を作成します。また、イ
ンターネットの利用方法を学びます。　対  象  初心者で
中学生以上　場  所  西中学校　 日  時 ７月25日㈪、同28
日㈭、８月１日㈪、同４日㈭、同８日㈪、同18日㈭、同22
日㈪の10：00 〜 12：00 　▶作って楽しむパソコン講

座　内  容  名前シールや絵はがきを作成します。　 対  象

小学４年生以上　場  所  若葉小学校　日  時  ７月26日㈫、
同29日㈮、８月２日㈫、同５日㈮、同９日㈫、同19日㈮、
同23日㈫の10：00 〜 12：00　　〈受講費〉1 ,400 円　〈申

込期間〉６月13日㈪〜７月１日㈮（当日消印有効）　〈定

員〉20人（応募者多数の場合、抽選）　〈申込方法・問い合わ

せ先〉往復はがきの往信の裏面に住所、氏名、ふりがな、
年齢、電話番号、希望講座、会場校を、返信の表面に郵
便番号、住所、氏名を書いて、 教育委員会生涯学習課

（〒 522-0001　尾末町１-38）☎ 24-7971、FAX23-9190
へ。

  

〈内容〉　音楽療法士を迎えて、みんなで歌ったり、踊ったり、
楽しく遊びましょう。　 〈日時〉　６月24日㈮ 10：00 〜 11：
30  〈場所〉　　男女共同参画センター「ウィズ」 会議室（平

田町）  〈対象〉　未就学児とその保護者　〈定員〉　30 組 （先着

順）　〈受講料〉　200 円 （保険代含む）　〈申込期限〉　６月23日
㈭　〈その他〉　託児あり（０歳〜就学前、要予約、１人 200 円）

〈申込方法・問い合わせ先〉　電話、FAX で、彦根市ファミリー 
・サポート・センター☎ 24-3920（FAX 共用） へ。

〈内容〉　夏休み期間中に、日本語の持つ本来の美しさを感
じ、豊かな表現力（考える力・書く力・伝える力）を育む
ため開催します。フィールドワークとして会場周辺を散
策し、その風景から短歌・俳句・川柳・詩をつくります。

〈対象〉市内に在住・在学の小・中学生　※友達同士、親子、
祖父母との参加もできます。　〈定員〉　35人（先着順）   〈講

師〉　彦根文芸協会の会員　〈受講料〉　無料    〈申込期限〉７
月15日㈮　〈その他〉　１講座のみの受講も出来ますが、全
４回受講した人には、修了証と記念品を贈呈します。　

〈申込・問い合わせ先〉小・中学校に配布する申込用紙に
必要事項を書いて、 教育委員会文化振興室（ひこね市文

化プラザ内）へお持ちください。電話・ファクスでも受け
付けます。☎ 23-7810、FAX21-3080

〈募集部門・規定〉　短歌（１人３首、必ず専用の応募用紙で）、
俳句（１人５句、同）、川柳（１人５句、同）、冠句（題「記

念して」「歳月よ」「感謝する」１人５句、同）、詩（１人１篇、

縦書きの 400 字詰め原稿用紙２枚以内）、随筆・評論（１人

１篇、同３〜５枚、ワープロ可）、小説（１人１篇、同５〜７枚、

ワープロ可）※応募用紙はそのまま印刷原稿とするので、
楷書で明確に書いてください。　※部門ごとに用紙を改
め、部門名・住所・氏名または雅

が

号
ごう

（ふりがな）・電話番
号を各用紙に書いてください。封筒にも朱書で部門名を
明記してください。　〈その他〉いずれも未発表のものに
限ります。応募原稿は返却しません。募集要項と応募
用紙は、市立図書館、各地区公民館、市民会館、ひこね
市文化プラザなどにあります。上記以外の応募条件もご
確認いただき、応募してください。　〈応募資格〉市内か近
隣市町に在住の人、または市内の文芸団体に所属する
人   〈費用〉　１部門 1,000 円     〈申込期限〉７月23日㈯（郵

送の場合は当日消印有効） 　〈投稿先〉市立図書館内「彦根
文芸協会」（〒 522-0001　尾末町８- １）　〈問い合わせ先〉

彦根文芸協会（担当：島野）☎ 22-0479、FAX24-2341

 

　「ひこね文芸」第30号作品
 

　はじめてのパソコン講座・作って楽しむパソコン講座

 

　ブラジル料理教室

　ポルトガル語教室（初級Ⅱ）

　国際理解教育サポーター募集 事業説明会

  

〈内容〉　生きる希望や気力を失いつつある人に電話を通
じて心を通わせ、再び生き抜いていく勇気を持っていた
だくため、あなたも「いのちの電話」に加わって、受話
器を握るボランティアになりませんか。　〈講座開始〉　９
月　〈場所〉　大津市など　〈対象〉　20 歳以上の心身ともに
健康な人　〈定員〉　30人　〈申込期限〉８月10日㈬　〈申込・

問い合わせ先〉申込用紙に必要事項を書いて、NPO 法人
滋賀いのちの電話事務局（〒 520-1590 新旭郵便局私書箱

８号）に提出してください。申込用紙は同事務局のホー
ムページからダウンロードできます。☎ 077-552-1281

（問い合わせは、土・日曜日の 11：00 〜 16：00）、ホームペー
ジ ： http://www.shiga-inotino-denwa.org/

〈内容〉高齢者の関わる交通事故が多発しています。シル
バー無事故運動に参加して、今一度、交通ルールやマナー
を見直しましょう。　〈運動期間〉７月１日㈮〜 10月31日
㈪　〈参加対象〉県内に居住していて、交通ル−ルを守り、
無事故を目指すことができる５人１組のチーム（５人のう

ち、３人以上は 65 歳以上で構成するチーム）　〈参加方法〉①

運動期間中　自動車、バイク、自転車などに乗る人は、自
動車、バイク、自転車の見えやすい場所に「参加ステッ
カー」を貼ってください。　②運動期間終了後  11月９日
㈬までに「無事故達成報告書」を、 交通対策課に提出し
てください。　〈その他〉　参加者全員に、参加ステッカー
と参加賞をお渡しします。無事故を達成したチームには、
抽選で特別賞を贈呈します。　〈申込期間〉６月１日㈬〜
同30日㈭　〈申込方法〉　申込用紙に必要事項を書いて、
交通対策課に提出してください。申込用紙は、 交通対
策課、支所、各出張所にあります。　〈申込・問い合わせ

先〉 交通対策課☎ 30-6134、FAX24-8517

 

　滋賀いのちの電話　電話相談員養成講座
  

〈日時〉７月３日㈰ 10：00 〜 14：00（雨天のときは、中止

する場合があります）　〈場所〉大手前公園（金亀町）　〈出店

料〉　１ブース 500円　〈申込期限〉　６月20日㈪　〈申込方

法・問い合わせ先〉直接、リサイクルステーションで申
し込むか、往復はがきの往信の裏面に住所、氏名、電話
番号、出店品目、人数、出店希望日を、返信の表面に住
所、氏名を書いてリサイクルステーション（〒 522-0088

銀座町４-19、受付時間 10：00 〜 16：00、木・日曜日・祝日

は休み）☎ 26-4810（FAX 共用）

〈内容〉　平成24年度版の「愛らぶカレンダー」を作成する
にあたり、「暮らしの中の愛・命・人権」をテーマにし
た写真を募集します。　〈対象〉　市内に在住・在勤・在学
の人　〈申込期間〉６月10日㈮〜７月15日㈮（必着）　〈応

募条件〉　❶白黒、カラーのどちらも可。大きさはキャビネ
版・２Ｌ相当（178×127㎜）とし、組写真は不可。  ❷応募
は１人３点まで。　❸応募者本人が撮影した未発表の作
品で、被写体（本人）の了解を得た作品に限ります。　❹そ
の他にも応募条件がありますので、ご確認いただき、応募
してください。　　〈応募方法〉　作品の裏面に、氏名、郵便
番号、住所、電話番号、撮影時期などを記入した応募用紙
を粘着テープで添付し、郵送か直接お持ちください。 応
募用紙は、 教育委員会窓口（市民会館２階）にあります。
また、彦根市ホームページからダウンロードもできます。

〈その他〉　入賞 12 点の撮影者に、図書券を贈呈します。 
〈申込・問い合わせ先〉　 教育委員会人権教育課「愛らぶ
カレンダー掲載写真募集係」（〒 522-0001　尾末町 1-38）

☎ 24-7971、FAX23-9190 へ。

 

　「愛らぶカレンダー」掲載写真

 

　シルバー無事故運動

 

　夏休み文芸ワークショップ

 

　ひこねエコマーケット「夢畑」
 

　ぽっかぽかひろば 子どもと一緒にリズム遊び

  

〈内容〉　地域に密着した健康づくり活動を推進するリー
ダー「健康推進員」を養成する講座を開催します。　

〈対象〉　次の全ての項目に該当する人　❶市内在住のお
おむね 65 歳までの人　❷健康づくりのボランティア活
動に意欲がある人　❸地域の健康推進員とともに継続
して活動できる人　❹住んでいる地区の健康推進員活
動以外に市内での健康推進員活動や行事に参加できる
人   ❺料理に関心がある人　〈日程〉　右の表のとおり　

〈時間〉　９：30 〜 12：00。ただし第１・２・９・14 回
（回数の数字に丸をしている日）は、引き続き 13：00 〜
15：30 も行います。　〈場所〉　福祉保健センター周辺施
設  〈受講料〉　無料    〈申込期限〉７月15日㈮　〈定員〉　30
人〈その他〉　各地区活動、健康推進員活動、乳幼児健診の
見学、楽しく動いて健康づくり大会やウォーキングコー
ス歩き隊への参加があります。　〈申込・問い合わせ先〉

申込用紙に必要事項を書いて、 健康推進課に提出して
ください。申込用紙は、 健康推進課にあります。☎
24-0816、FAX24-5870

 

　健康推進員養成講座
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※駐車場での駐車時間は、30 〜 40 分間です。

※臨時の収集は、早めに申し込んでください。

（臨時の収集は、原則として毎週火・金曜日  

に実施します）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

１日㈮

４日㈪

５日㈫

６日㈬

７日㈭

８日㈮

11 日㈪

12日㈫

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目、銀座、中央（第

１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁目（河原二丁目一部を含む）、

平田（大沢）、西今、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、野瀬、

海瀬、三津屋

里根、外、幸、城町一丁目、栄町一丁目、池州、八坂、八坂北、

開出今団地（第１・３部）、西今、宇尾、須越

芹川（南、大仏、千鳥ヶ丘）、大藪、山之脇、小泉（開出）、宇尾、

竹ケ鼻、開出今蔵の町団地、八坂東団地

後三条（下）、芹川（北、千鳥ヶ丘）、地蔵（湖上平団地）、原

（原西団地）、開出今、宇尾、清崎（西、清崎団地）

大橋、元岡、沼波、正法寺（太平団地）、西沼波（東部）、中

藪一丁目、中央（第２・３部）、立花、開出今、宇尾、竹ケ鼻、

賀田山（大山、小山、茂賀、小田部）

正法寺（太平団地）、金亀、尾末、元、船、旭、城町二丁目、

栄町二丁目、中藪、馬場一丁目、馬場二丁目、京町一丁目、

京町二丁目、京町三丁目、長曽根、開出今、清崎（東、西）

彦富（笹田団地を除く）、金沢（林、中下、長江）

佐和、大東、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦（第１部）、

小泉、戸賀、長曽根南、平田（西、北）、和田、開出今、甘呂、

彦富（笹田団地を除く）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【７月前半】

４日㈪、11日㈪

５日㈫

６日㈬

１日㈮

７日㈭

８日㈮

１2日㈫

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA 東 び わ こ 鳥 居 本 支 店 駐 車 場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
亀 山 出 張 所
人権・福祉交流会館（WA っとねす春日）

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１3日㈬

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１4日㈭
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００

７月前半

図書館休館日（7月前半）

みんな集まれ！
「スクール Live Show for KIDS」in 彦根

　
　ＮＨＫの新番組「スクール Live 
Show for KIDS」の公開収録が彦
根市にやってきます。入場は無料
です。
　今回のテーマは「競技かるたの
聖地・滋賀　百人一首スーパーバ

トル」。若葉小学校と長浜市立七郷小学校の子どもたちがこ
の課題に取り組みます。

　出演者によるアトラクションや、フォトサービスなどみ
んなで楽しめるイベントも企画しています。
　詳細が決まりしだい、彦根市ホームページなどでお知ら
せします。
日時　７月３日㈰　場所　ひこね市文化プラザ
出演　ホリ（タレント）ほか

主催　ＮＨＫ大津放送局、 教育委員会、ひこね市文化プラザ
問い合わせ先　ＮＨＫ大津放送局（スクールライブショー係）

☎ 077-522-5101（月〜金曜日の 9：30 〜 19：00）、
教育委員会文化振興室☎ 23-7810（火〜土曜日の 8：

30 〜 17：15）、FAX21-3080
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８
０
０
円
に
す
る
」
と
電
話
が

あ
っ
た
。
値
引
き
す
る
な
ら
と
了
承
し
た
が
、
よ
く
考

え
る
と
不
要
に
思
え
て
、
翌
日
キ
ャ
ン
セ
ル
の
電
話
を

し
た
。

　

業
者
か
ら
「
こ
う
い
う
も
の
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

出
来
な
い
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
認
め
な
い
。
商
品
を
送
付

し
て
や
る
」
と
ど
な
ら
れ
た
。

　

平
成
21
年
12
月
１
日
か
ら
、訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
な

ど
で
、
購
入
し
た
状
況
に
よ
っ
て
は
、
食
品
も
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
は
対
象
と
な
ら

な
か
っ
た
商
品
も
、
３
、
０
０
０
円
以
上
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
出
来
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

み
そ
・
し
ょ
う
ゆ
・
そ
の
他
調
味
料
は
、
平
成
19
年
７
月
１

５
日
か
ら
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

断
り
き
れ
な
く
て
買
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
８
日
以
内

な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

訪
問
販
売
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
こ

と
は
「
彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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Ｂ
型
肝
炎
、

Ｃ
型
肝
炎
は

感
染
し
て
い

て
も
症
状
が
現
れ
に
く
く
、気
づ
か

な
い
う
ち
に
肝
臓
の
炎
症
が
進
み
、

肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
移
行
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

症
状
は
な
く
て
も
、早
く
発
見
で

き
れ
ば
完
治
が
期
待
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、39
歳
以
上
で
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ
と
の

な
い
人
は
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

❶
昭
和
46
年
４
月
２
日
生
ま
れ

～
同
47
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人

❷
40
歳
以
上
で
、
今
ま
で
に
肝

炎
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
人

受
け
方

▼
対
象
者
❶
の
人
に
は
、個
別
に
通

知
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者
❷
の
人
は
、検
診
の
１
週

間
前
ま
で
に
、

健
康
推
進
課

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

検
診
場
所

　

集
団
健
診
会
場
、ま
た
は
指
定
医

療
機
関

※
集
団
健
診
の
日
程
は
、広
報
ひ
こ

ね
５
月
15
日
号
と
同
時
に
配
布

し
た
「
各
種
健
診
日
程
の
ご
案

内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

料
金
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
両
方
の
場
合
）

　

❶
集
団
健
診　

６
０
０
円

　

❷
医
療
機
関　

１
、
０
０
０
円

　

※
Ｂ
型
の
み
、Ｃ
型
の
み
で
も
受

　
　

け
ら
れ
ま
す
。

平ひ
ら

塚つ
か

彩あ
や

菜な

ち
ゃ
ん

（
大
藪
町
）

北き
た

村む
ら

心し
ん

平ぺ
い

ち

ゃ

ん

（
大
藪
町
）

小こ

林ば
や
し

　

歌う
た

ち

ゃ

ん

（
長
曽
根
町
）

おわびと訂正
　広報ひこね６月１日号14ページの『彦根市子どもフェスティバル　企画・運営メンバー』、15ページの『子どもセン
ター子ども科学教室　キッズラボ　ミクロたんけん隊』のFAX番号に誤りがありました。　
　正しくは「28-3646」で、「28-3636」は誤りです。おわびして訂正します。

ひこね元気計画21
推進中！

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

対
象
年
齢
の
範
囲
が

広
が
り
ま
す

　

平
成
17
年
か
ら
接
種
を
勧
め
る

通
知
を
差
し
控
え
た
こ
と
で
、
日
本

脳
炎
の
予
防
接
種
が
で
き
な
か
っ

た
人
の
、
対
象
年
齢
が
拡
大
さ
れ
、

無
料
で
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
標
準
的
な
接
種
期
間

　

３
歳
か
ら
20
歳
未
満

※
た
だ
し
、
平
成
７
年
６
月
１
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
７
年
５
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
は
任
意
接
種
（
自
費
で

の
接
種
）
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
広
報
ひ
こ
ね

７
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う



広報ひこね通巻第 1247 号
（平成23年６月15日発行）

発行：彦根市　　　〒 522-8501  滋賀県彦根市元町 4 番 2 号  ☎ 0749-22-1411 ㈹  FAX 0749-22-1398

編集：情報政策課　● 1 日・15 日発行　　彦根市ホームページ　 http://www.city.hikone.shiga.jp/

この「広報ひこね」は 48,750 部作成し、１部当たりの単価は 7 円（１円未満切り捨て）です。

ただし、原稿作成・編集などにかかる職員の人件費は含まれていません。

16広報ひこね　平成23年６月15日▶「広報ひこね」は大豆油インキを包含した植物油インキを使用しています。
▶廃棄する場合は古紙回収に出してください。

　
三
成
と
家
康

　

慶け
い

長ち
ょ
う

４
年
（
１
５
９
９
）
３
月
10

日
の
朝
、
石
田
三
成
は
蟄ち

っ

居き
ょ

の
た
め

佐
和
山
に
下
っ
て
い
き
ま
し
た
。
三

成
は
政
治
の
第
一
線
か
ら
身
を
引
き
、

佐
和
山
城
で
不
本
意
な
日
々
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、

三
成
が
去
り
牽け

ん

制せ
い

す
る
勢
力
の
い
な

く
な
っ
た
家
康
は
、
し
だ
い
に
野
心

を
あ
ら
わ
に
し
て
い
き
ま
す
。
強
大

化
し
て
い
く
家
康
と
、
秀
吉
が
亡
く

な
っ
て
後
ろ
盾
を
失
い
零れ

い

落ら
く

し
て
い

く
三
成
。
関
ヶ
原
合
戦
は
、
三
成
の

起き

死し

回か
い

生せ
い

を
懸か

け
た
戦
い
で
し
た
。

関
ヶ
原
合
戦

　

慶
長
５
年
（
１
６
０
０
）
６
月
、家

康
は
、
従
お
う
と
し
な
い
上う

え

杉す
ぎ

景か
げ

勝か
つ

を
討
つ
た
め
、
兵
を
会
津
に
進
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
佐
和
山
城
で

家
康
を
討
つ
機
会
を
窺

う
か
が

っ
て
い
た
三

成
は
、
家
康
の
会
津
攻
め
を
好
機
と

と
ら
え
ま
す
。
７
月
初
め
、
三
成
は

佐
和
山
城
に
大お

お

谷た
に

吉よ
し

継つ
ぐ

と
安あ

ん

国こ
く

寺じ

恵え

瓊け
い

を
迎
え
て
、
家
康
打
倒
の
計
画
を

謀は
か

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
挙
兵
の

総
帥
に
毛も

う

利り

輝て
る

元も
と

を
推
し
、
長な

が

束つ
か

正ま
さ

家い
え

・
増ま

し

田た

長な
が

盛も
り

・
前ま

え

田だ

玄げ
ん

以い

の
３
奉
行

の
名
で
家
康
の
罪
状
十
三
ヶ
条
を
列

挙
し
た
「
内な

い

府ふ

（
家
康
）
ち
が
ひ
（
違

い
）
の
条
々
」
が
諸
大
名
に
送
ら
れ
ま

し
た
。
つ
い
に
家
康
打
倒
の
旗
が
掲

げ
ら
れ
、
関
ヶ
原
合
戦
に
向
け
た
火ひ

蓋ぶ
た

が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
の
で
す
。

　

上
杉
討
伐
の
た
め
下し

も

野つ
け

小お

山や
ま（

現
在

の
栃
木
県
小
山
市
）
に
到
着
し
た
家
康

た
ち
の
下
に
も
三
成
挙
兵
の
報
が
届

き
、「
小
山
評

ひ
ょ
う

定じ
ょ
う

」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

家
康
は
従
軍
し
て
き
た
諸
将
に
意
見

を
求
め
、
諸
将
の
東
軍
参
加
が
決
ま

り
、
軍
を
も
ど
し
て
西さ

い

上じ
ょ
う

を
開
始
し

ま
し
た
。

　

三
成
た
ち
西
軍
と
家
康
の
東
軍
が

最
初
に
対た

い

峙じ

し
た
の
は
大
垣
で
し
た

が
、
夜
陰
に
乗
じ
て
両
軍
と
も
関
ヶ

原
に
移
動
。
９
月
15
日
、
西
軍
10
万

８
千
、
東
軍
７
万
５
千
の
兵
が
関
ヶ

原
で
激
突
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
の

勝
敗
を
決
し
た
の
が
、
松
尾
山
に
陣

取
っ
た
小こ

早ば
や

川か
わ

秀ひ
で

秋あ
き

隊
１
万
５
千
の

寝
返
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
良
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
三
成
は
湖
北
方
面
に

敗
走
。
家
康
は
佐
和
山
に
軍
を
進
め

て
、
平
田
山
（
一
説
に
正
法
寺
山
）
に

陣
を
敷
き
ま
し
た
。

佐
和
山
城
落
城

　

関
ヶ
原
合
戦
に
勝
利
し
た
家
康
は
、

２
日
後
の
17
日
に
佐
和
山
城
総
攻
撃

を
命
じ
ま
す
。
小
早
川
や
脇わ

き

坂ざ
か

安や
す

治は
る

ら
の
寝
返
り
組
を
主
力
と
す
る
一
隊

は
鳥
居
本
側
の
大
手
か
ら
、
田た

中な
か

吉よ
し

政ま
さ

ら
の
一
隊
は
水
の
手
か
ら
攻
め
入

り
ま
し
た
。
総
勢
１
万
５
千
人
、
対

す
る
三
成
方
は
、
三
成
本
人
が
敗
走

中
で
あ
り
、
佐
和
山
城
の
守
り
は
父

正ま
さ

継つ
ぐ

と
兄
正ま

さ

澄ず
み

に
託
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
守
備
兵
は
２
千
８
百
人
余
。
佐

和
山
城
の
守
り
は
固
く
、
執し

つ

拗よ
う

な
攻

撃
に
よ
く
耐
え
た
よ
う
で
す
が
、
兵

力
の
違
い
は
如い

何か
ん

と
も
し
難
く
、
お

よ
そ
１
日
で
佐
和
山
城
は
落
城
し
ま

し
た
。

三
成
の
処
刑

　

湖
北
に
逃
げ
て
い
た
三
成
も
、
９

月
22
日
に
越
前
と
の
境
付
近
で
捕ほ

縛ば
く

さ
れ
、
23
日
に
大
津
に
連
行
さ
れ
て

家
康
と
対
面
。
26
日
に
は
家
康
と
と

も
に
京
都
に
入
り
、
大
坂
・
堺
を
引

き
回
さ
れ
た
後
、
30
日
に
再
び
京
都

に
戻
り
、
翌
10
月
１
日
に
六
条
河
原

で
安
国
寺
恵
瓊
・
小こ

西に
し

行ゆ
き

長な
が

と
と
も

に
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
三
人
の
首
は

三
条
橋
に
懸
け
ら
れ
、
多
く
の
見
物

人
に
晒さ

ら

さ
れ
ま
し
た
。

　

三
成
の
辞
世
の
句
と
伝
え
る
の
が

筑
摩
江
や

　

芦
間
に
灯
す　

か
が
り
火
と

と
も
に
消
え
ゆ
く　

　

我
が
身
な
り
け
り

　

筑
摩
江
は
領
内
の
琵
琶
湖
岸
に
形

成
さ
れ
た
入
江
内
湖
（
現
在
の
米
原
市

入
江
）。
そ
の
筑
摩
江
の
芦
の
間
に
灯

さ
れ
た
か
が
り
火
が
、
や
が
て
消
え

ゆ
く
さ
ま
を
自
ら
に
譬た

と

え
て
詠よ

ん
だ

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

▶
佐
和
山
城
跡
で
出
土
し
た
桐
紋
鬼
瓦
の
破

片
（
開
国
記
念
館
の
企
画
展
「
近
江
の
戦

国
・
彦
根
の
戦
国
」
で
展
示
中
で
す
）

今月の納税 市県民税（第１期） ６月30日㈭までに納めましょう

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文

化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

５
８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー
ル: 

bunkazai@
m

x.hikone.ed.jp




